





















































































































（略） ５ 良辰感聖心　６ 雲旗興暮節　７ 鳴葭戻朱宮　８ 蘭巵献時哲








































































































④　【「飲酒」其四と ｢ 漸」の卦、また ｢ 小過」の卦辞とその王弼注】

































　『易』の ｢ 小過」の卦辞は、『易』で唯一 ｢ 飛鳥」の語を用いるものである。
その卦象・卦辞と、「飲酒」其五の詩にうたう飛鳥の姿とが深い関連をもつも
のではないか。〈其五〉の詩とその構成を見ることとしよう。
結廬在人境、而無車馬喧。問君何能爾、心遠地自偏。采菊東籬下、
悠然見南山。山気日夕佳、飛鳥相与還。此中有真意、欲弁已忘言。
廬を結びて人境に在り、而も車馬の喧しき無し。君に問う　何ぞ能く爾るやと、心
遠ければ地自ずから偏なり。菊を采る　東籬の下、悠然として南山を見る。山気　
日夕に佳なり、飛鳥　相与に還る。此の中に真意有り、弁ぜんと欲して已に言を忘る。
　一詩の構成；冒頭四句　○人里に廬を構えながら喧騒と無縁の暮らしができ
るのは、隠者としての清遠の境地であることを確認している。第五─八句　○
東籬の下で菊花を採りながらふと目に入った南山の姿と、夕刻澄んだ山気の中、
その山に仲間と帰る飛鳥の景をうたう。末尾二句　○上述の光景こそ「真意」
があり、それが言語で説明しがたい境地であることを示唆する。
　〈其五〉の詩の第五─八句の光景と境地とは、「帰鳥」の詩の第三章にうたう
それと共通するところがある。つまりこの日頃親しんでいる光景を目にしたそ
の瞬間、作者の脳裏に閃いたのは、この山に帰る鳥たちの姿こそ、「小過」の
卦象 ☳☶艮下震上（全体が飛鳥の姿、下卦が山、上卦が雷を表す）と、「飛鳥之れが
音を遺す、上るに宜しからず、下るに宜し、大いに吉なり」というその卦辞の
具象化されたものであるとする強い確信であったのではないか。そうしてその
鳥たちのように、人境に廬を結んで隠棲する自己の処世の道が、『易』に示さ
れた聖人の教えに合致するものであったことを、作者は瞬時に悟得したのでは
なかったか。その悟得の境地を、「此中有真意」と表現したものと思う。すな
わち「真意」とは、自然の営みの中に啓示された聖人の教えということができ
よう。そして悟得の境地に到達したよろこびを、結びの句「欲弁已忘言」と表
したのであろう。
⑥　【〈其五〉の詩末尾の二句と繋辞上伝】
　「此中有真意、欲弁已忘言」の二句の注釈として『荘子』「外物」篇の「言は
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意に在る所以なれば、意を得て言を忘る」の句が引かれることは、『文選』の
李善注以来行われてきたが、上述のように末尾四句と「小過」の卦象・卦辞と
が深く関連しつつうたわれているとする立場からは、なお『易』の「繋辞伝」
の次の一節をその脚注に加えたいと思う。
☆　子曰く、書は言を尽くさず、言は意を尽くさずと、然らば則ち聖人の意は、
其れ見る可からざるか。子曰く、聖人は象を立てて以て意を尽くし、卦を設
けて以て情偽を尽くし、辞を繋けて以て其の言を尽くし、変じて之れを通じ
以て利を尽くし、之れを鼓し之れを舞し以て神を尽くす。（繋辞上伝）
　陶淵明は夕暮れに鳥たちが山に帰る光景から「小過」の卦象・卦辞を連想し、
そこに啓示された聖人の真意（教え）を感得し、それを「此中有真意」といい、
その深いよろこびを「意を得て言を忘る」という『荘子』のことばに拠りつつ
「欲弁已忘言」と表現したものであろう。
　以上により、〈其五〉の詩に現れる帰鳥の姿は、義煕元年より十三年間に及
ぶ隠棲の暮らしこそ、聖人の真意にかなう処世の道であったことを作者に悟ら
せ、深いよろこびと自信とを与えるものであったとすることができよう。
⑦　【〈其七〉の詩と「小過」の卦辞の王弼注】
秋菊有佳色、裛露掇其英。汎此忘憂物、遠我遺世情。一觴雖独進、
杯尽壺自傾。日入群動息、帰鳥趨林鳴。嘨傲東軒下、聊復得此生。
　ここでは帰鳥の姿はわずか一聯にうたうにすぎない。しかし〈其四〉〈其
五〉にうたう帰鳥の姿にこの〈其七〉の帰鳥を重ね、三首一連のものとして見
るならば、自然の中で仲間とともに自適するまでに至る姿を表現するものであ
ることに気づく。そしてそれはまさに『易』の「小過」の卦辞に対する王弼の
注の「（飛鳥）……下れば則ち安きを得」ということばと合致するのである。
〈其七〉の詩の帰鳥もまた、作者自身の投影と解されよう。
【付記】Ⅰ　書評　「東方」二〇〇一年読者アンケート第一回
望月　眞澄（神奈川大学　中国音韻史）
沼口勝著『桃花源記の謎を解く』（日本放送出版協会　二〇〇一年）
　本書には、いくつかの陶淵明の詩文についての「謎」を解明していくさまが
書かれているが、なんと言っても圧巻は〈第四章「飲酒」詩の帰鳥のイメージ
を解く〉の部分である。著者の『易林』『周易』を陶詩の解明に引き寄せると
いう着想は早くから行われていたが、このことによって陶淵明の ｢ 真意」の夢
が千数百年の眠りから醒めたのである。『易』の「小過」の卦は飛鳥そのもの
の姿で、「真意」を伴って今世紀の著者のところに、そして人類の共有財産と
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しての喜びとして降り立ったといえる。
Ⅱ　「帰鳥」詩の第三章〈游不曠林〉の句について、『新訳　陶淵明集』（温洪隆
注訳　三民書局）は、「意謂不出遊到戦乱之地。曠林、典出《左伝・昭公元年》、
拠載古時高辛氏（即帝嚳）有両個児子、長子叫閼伯、四子叫実沈、『居于曠林、
不相能（不和睦）也、日尋干戈、以相征討』、故『曠林』為戦乱之地。」として
新解を提示している。
 （文教大学名誉教授）
